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気象モデル WRF Version2.2 対応 

 

 

 

Intel compiler 版 気象モデル WRF User’ｓ Guide 

 

 
高知県･桂浜から太平洋を望む 

 

 
※利用上の注意 

本資料・データを用いる場合には以下の注意事項に同意した場合に限る． 

１）無断でデータを転載しないこと 

２）本データを利用した場合の損害や不利益は全てユーザーの自己責任とする 
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第１章 

気象モデル WRF の Compile 

 

1．1 概要 

ここでは気象モデルWRFにおける初期設定の方法について紹介する．まず，簡単に compilerのイン
ストール方法の概略，その後WRFの Core・初期化プログラムWPSの compileまでの説明を載せる．
Compiler は intel Ifort を用いた場合を想定する．その場合，バグがあり修正パッチを当てはめないと
compileが出来ないので注意が必要である． 
 

1．2 初期設定のフロー 

WRF における計算手順を図-1 に示す．大きく分けて，初期のデータを WPS といわれる Initialization

で初期値を作成し，CoreであるWRF ARW Modelで計算をさせて計算結果をもとに Output処理をする

というものである．ここでは，WRFV2.2.1の手順を紹介する．  

 

C.3

C.4

C.5

C.3

C.4

C.5

 

図-1 WRF ARW のモデルシステム概要 
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1．3 Compiler と Fortran compiler について 

 WRFでは基本言語として Fortranを用いる．そのため，Fortran compilerをインストールする必要があ

る．また，iccないしは gccも必要である． 

 

[g0665006@cls1 em_real]$ which gcc 

/usr/bin/gcc 

[g0665006@cls1 em_real]$ which ifort 

/opt/intel/fc/9.1.036/bin/ifort 

 
上記のような whichコマンドの操作で，passが示されればそれは入っていることになる．この場合は gcc

と ifortがインストールされている． 

通常の Linuxマシンには gccが入っている．そこで，ここでは Fortran compilerが入っている場合のみを

想定している． 

Fortranのインストール方法は，以下の URLに詳細が載っている． 

http://www.obihiro.ac.jp/~suzukim/masuda/ifc8_install.html 

 

WRFでは，本研究で用いる Intel Fortran Compiler(以下 Ifort)と PGI Fortran Compilerによって compile

することが出来るとされている．Ifortは，Pentiumで有名な Intel社が販売している Fortran 95対応コン

パイラで，Windows版と Linux版がある． 

WRFの研究段階ではPGI Fortran Compilerを用いているので本来はPGIのほうが良い．しかしながら，

シェアウェアであることから初期の導入費用がかかる．そこで，非商用利用（個人的な利用，学習目的

の利用）に限り無料で利用できる Ifortを用いることにした． 

ただし，先に述べたように PGIをデフォルトとして運用する WRF では，compiler 時に微妙な不具合が

あるため，ほぼ全ての場合でそのまま利用することは出来ない．その修正作業が必要になる点に注意が

必要である． 

 
１）ソフトウェアを Download する 

http://www.intel.com/cd/software/products/asmo-na/eng/219771.htm 
 
ここで「Download Intel Fortran Compiler for Linux」を選択すると，ダウンロード前の質問がある．質問

事項は，「1.個人的な非商用利用ですか？」「2.製品に問題があったときはすぐ報告してくれますか？何

か困ったことがあっても自分で何とかしますか？」という感じで，両方に「Yes」と答えると，登録用

ページへのリンクが現れる．  

メールアドレスを入力して送信ボタンを押す．しばらくするとメールが届き，コンパイラの利用に必要

なライセンスファイルが添付されてくる．筆者が登録した際はフリーのメールアドレスで大丈夫だった． 

このメールにダウンロード URLが書いてあるので，そのサイトに行き，ファイルをダウンロードする． 

 
２）Install Compiler 

ソフトをダウンロードしたファイルを，まずシステム上の適当なディレクトリにおき，展開する． 
$ tar xvzf l_fc_pc_8.1.024.tar.gz 
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この場合は，l_fc_pc_8.1.024というディレクトリが新規作成される．  

展開されたディレクトリにライセンスファイル置く．  

ディレクトリを移動する．rootになってインストールスクリプトを実行する．  

$ su 

***** 

$ cd l_fc_pc_8.1.024 

$ ./install.sh 

 

インストールの過程で，何らかのキー入力を求められるので，適切な番号や文字を入力する．あるいは，

何も入力せずに Enterキーを押す．以下，簡単に説明する．  

Which of the following would you like to install? 

1.  Intel(R) Fortran Compiler for 32-bit applications, Version 8.0 

2.  Linux Application Debugger for 32-bit applications, Version 7.3.1 

x.  Exit 

 

「1」と入力する．  

Intel(R) Fortran Compiler for 32-bit applications, Version 8.0 

 

-------------------------------------------------------------------------------- 

Please carefully read the following license agreement.  Prior to installing the 

software you will be asked to agree to the terms and conditions of the following 

license agreement. 

-------------------------------------------------------------------------------- 

Press Enter to continue. 

 

単に Enterキーを押す．その後，ライセンス文を読み進める．  

Do you agree to be bound by the terms and conditions of this license agreement? 

'accept' to continue, 'reject' to return to the main menu. 

 

ライセンスに同意する（インストールを続ける）なら，「accept」と入力する．  

Where do you want to install to?  Specify directory starting with '/'.  [/opt/intel_fc_80] 

 

これはインストール先を入力する．よくわからない場合は，単に Enter キーを押す．この場合は 

/opt/intel_fc_80 というディレクトリにインストールされる．  

What rpm install options would you like?  [-U --replacefiles] 

 

単に Enter キーを押す．その後，rpm のインストールが始まる．これが完了したら，インストールは修

了である． 

インストール後の設定インストール直後には，コンパイラを利用することが出来ない．そのため，利用

前に設定スクリプトを実行する必要がある． 
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$ /opt/intel_fc_80/bin/ifortvars.sh 

 

この設定は，ログアウトするまで有効です．言い換えれば，ログインするたびに実行する必要がありま

す．ログイン時に，このスクリプトを自動実行するには，設定ファイルを修正する必要があります．ホ

ームディレクトリにある .bashrc というファイルの末尾に，以下の 1文を追加します． 

 source /opt/intel_fc_80/bin/ifortvars.sh 

 

これでコンパイラが利用可能になった． 

 

実は Windows 上でもこうした設定があるもののほとんど日常で行うことはない．この shファイルは今

後 WRF を用いていくにあたっての様々な環境変数のデータを入れていくことになるため極めて重要で

ある． 

 

そのあとに compilerに関する環境変数の設定がしてある．基本的にはこのままコピーして使える．ただ

し，ディレクトリの場所と Versionに注意．なお，この cshファイルはこの後の設定で必要なものまで含

まれた状態である． 

 

1．4 Net CDF の Install 

WRFでは Net CDF形式のデータでやり取りする関係で，WRFをインストールする前に NetCDFとい

う関連付けのソフトウェアを入れておかなければならない． 

以下のサイトから，データを Downloadする． 

http://www.unidata.ucar.edu/software/netcdf/index.html 

 

ここから netcdf.tar.gzを入手する．その際に，NetCDFの Versionが選択できる．出来るだけ Version3.6.1

ないしは Version3.6.2を推奨する．ちなみに筆者は Version3.6.1を使用した． 

 

ソフトウェアを Linuxシステム上に置き，ソフトの TARファイルを展開する．筆者は 

[g0665006@cls1 ~/WRF]$ pwd 

/home/general/g0665006/WRF 

 
このディレクトリで展開をした． 
 tar xvfz netcdf-tar.gz （netcdf.tar.gzを展開する） 
 cd netcdf-3.6.1/src  
 ./configure  --prefix=/usr/local （configureを実行する後ろにあるのは configure option） 
(この optionにおけるパスは任意．) 
 make 
 make install 
そうすると，自動的にインストールが完了する． 
※NetCDFとWRFの Compilerが同じである必要がある点に注意が必要である． 
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NETCDFに関する環境変数を ifortvars.cshに追加記述し，保存・設定する． 

 
1．5 WRFV2.2 のインストール 

ここで，WRF Version2.2のインストールを行う．概略は図-2に示すとおりであるが，モデルシステム

の作成順序と compileの順序が異なる点に注意が必要である． 
 

 

図-2 WRF における処理フロー（通常の計算） 

 
図-2のように，WRFにおけるモデルシステムを動作させる処方としては，WPS→WRF ARW→POST

である．しかし，compile時にはWRF ARWを compileしてからWPSを compileする必要がある． 

 
ちなみにWRFには様々な派生系がある．以下にその簡単な概略を示す． 

WRF-Var：実測値を入れていく変分法を用い初期処理の過程をよくするモデル 

WRF-Chem：オゾンや大気汚染物質などの化学変化を計算できるモデル 

Ocean/Wave Models：海洋波浪モデル（WRFの気象場とのカップリングも将来的には可能） 

 

このとき，WRFを compileする方法としては以下の 3つがある． 

・Idealized Cases：WRF-ARW Model + Post Processing  

・Real Cases：WPS + WRF-ARW：WPS + WRF-ARW Model + Post Processing 

・Real Cases with Variational Analysis：WPS + WRF-Var + WRF-ARW Model + Post Post Processing 

 
COMPILATION 

・WRF-ARW を以下から Download する 

http://www.mmm.ucar.edu/wrf/users/download/get_source2.html 

本来は登録が必要のようだが，以下のアドレスからは登録無しでもいける． 

・WRF model tar file (Version 2.2) 

・WRF Pre-Processing System tar file 

これらを適当な場所に Downloadして保存しておく． 

 
・Unpack the Code 

まずは Downloadした TARファイルを展開する． 

$pwd 

$/home/general/g0665006/ 

$tar xvfz WRFV2.2.TAR.gz 

$cd WRFV2 

・configure.defaults ファイルの修正 

ifort compilerでは，DIFORT_KLUDGEのフラグがあると module_configure.f90のコンパイル時にメモリ
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を消費しきってしまい，フリーズしてしまう．そのため，WRFV.2.2 では，このフラグは使用しないよ

うにコメントアウトする必要がある．なお，WRFV2.2.1ではこのバグが修正されている．さらに，それ

以外に，Cの compilerを gcc，Fortran compilerを ifort，CPPを ifortに変更した． 

この修正は arch/configure.defaultの 7430行目付近を修正する． 

 

：7430 

$ vi 

 
・/work/kotari/以下のシングル CPU利用環境において 

[7]「AMD x86_64 Intel xeon i686 ia32 Xeon Linux, ifort compiler (single-threaded, no nesting)」の設定を基に

該当箇所ならびに関数がきちんと呼び出せないエラーに対する修正を行った． 

 

・/home/general/g0665006/以下の PCクラスタ利用環境において 

[12]「AMD x86_64 Intel xeon i686 ia32 Xeon Linux, ifort+gcc compiler DM-Parallel (RSL, MPICH, allows 

nesting)」の設定を基に該当箇所ならびに関数がきちんと呼び出せないエラーに対する修正を行った． 

修正ファイルは非常に大きいため，この章末に添付する． 

 
・Configure を実行する 

$./configure 

 

checking for perl5... no 

checking for perl... found /usr/bin/perl (perl) 

Will use NETCDF in dir: /usr/local/netcdf-pgi 

PHDF5 not set in environment. Will configure WRF for use without. 

$JASPERLIB or $JASPERINC not found in environment, configuring to build without grib2 I/O... 

------------------------------------------------------------------------ 

Please select from among the following supported platforms. 

 

1. PC Linux i486 i586 i686, PGI compiler (Single-threaded, no nesting) 

2. PC Linux i486 i586 i686, PGI compiler (single threaded, allows nesting using RSL without MPI) 

3. PC Linux i486 i586 i686, PGI compiler SM-Parallel (OpenMP, no nesting) 

4. PC Linux i486 i586 i686, PGI compiler SM-Parallel (OpenMP, allows nesting using RSL without MPI) 

5. PC Linux i486 i586 i686, PGI compiler DM-Parallel (RSL, MPICH, Allows nesting) 

6. PC Linux i486 i586 i686, PGI compiler DM-Parallel (RSL_LITE, MPICH, Allows nesting) 

7. AMD x86_64 Intel xeon i686 ia32 Xeon Linux, ifort compiler (single-threaded, no nesting) 

8. AMD x86_64 Intel xeon i686 ia32 Xeon Linux, ifort compiler (single threaded, allows nesting using RSL 

without MPI) 

9. AMD x86_64 Intel xeon i686 ia32 Xeon Linux, ifort compiler (OpenMP) 

10. AMD x86_64 Intel xeon i686 ia32 Xeon Linux, ifort compiler SM-Parallel (OpenMP, allows nesting using 

RSL without MPI) 
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11. AMD x86_64 Intel xeon i686 ia32 Xeon Linux, ifort+icc compiler DM-Parallel (RSL, MPICH, allows 

nesting) 

12. AMD x86_64 Intel xeon i686 ia32 Xeon Linux, ifort+gcc compiler DM-Parallel (RSL, MPICH, allows 

nesting) 

13. PC Linux i486 i586 i686, g95 compiler (Single-threaded, no nesting) 

14. PC Linux i486 i586 i686, g95 compiler DM-Parallel (RSL_LITE, MPICH, Allows nesting) 

 

Enter selection [1-14] :  

 

Enter a number. 

 

ここで，選択肢が出てくる．gccで Ifortの環境なので「7」または PCクラスタが利用できる環境では[12]

を選択する． 

なお，/home/general/g0665006/WRFV2/以下の場合には PC クラスタが利用できるので[12]を/work/kotari/

以下の場合にはシングル CPU の計算に用いるまでなので[7]を選択すればよい．この作業によって

configure.wrfというファイルが自動的に生成される． 

 
$./clean 

ここですぐにコンパイルできるのだが，注意があって Linuxシステムで容量を喰わないようなリミット

がかかる．それを解除するコマンドを実行． 

 

$limit stacksize unlimited 

そして 

$./compile em_real 

これで 1時間程度かかるがコンパイルが成功すると 

main/ndown.exe, main/nup.exe, main/real.exe, main/wrf.exe が作成されれば正常である． 

 

ndown.exe：One-way Nestingで用いる 

nup.exe：WRF-Varで用いる 

real.exe：Real Caseの初期化で使用 

wrf.exe：WRFモデルの計算実行 

 

以上で，WRFV２の compileは終了．次にWPSの compileを行う． 
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1．5 WPS の compile 

WRFのインストールが完了するとWPSのインストールをすることが出来る． 

筆者のWPSは以下のディレクトリにあるので 

[g0665006@cls1 ~]$ cd /work/kotari/ 
[g0665006@cls1 kotari]$ ls 
WPS    binary  data-rec  ifortvars.csh  netcdf-3.6.1.ifort  test1.f 
WRFV2  data    grid      netcdf-3.6.1   read                wrfsi.nl 
・/work/kotari/でWRF Pre-Processing System tar fileを展開する． 
 
・WRF同様，archディレクトリに configure.defaultsがあるので該当個所を太字のように修正．  
[g0665006@cls1 kotari]$ cd WPS/arch/ 
[g0665006@cls1 arch]$ ls 

Config.pl  configure.defaults  postamble  preamble 

### arch/configure.defaults line:253-265 

CC  = gcc 

SCC  = gcc 

CPP  = ifort -E -free -C –P 

 
########################################################### 

#ARCH   PC Linux i486 i586 i686, Intel compiler serial, NO GRIB2 

# 

COMPRESSION_LIBS        = 

COMPRESSION_INC         = 

FDEFS                   = 

FC              =       ifort 

SFC             =       ifort 

FFLAGS          =       -FR -convert big_endian 

F77FLAGS        =       -convert big_endian 

FNGFLAGS        =       $(FFLAGS) 

LDFLAGS         = 

CC              =       gcc 

SCC             =       gcc 

CFLAGS          =       -w 

CPP             =       ifort -E -free -C -P 

CPPFLAGS        =       -D_UNDERSCORE -DBYTESWAP -DLINUX -DIO_NETCDF -DIO_BINARY -DIO_GRIB 1 -DBIT32 

 

########################################################### 

 
そして 
$ ./configure 
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Will use NETCDF in dir: /usr/local/netcdf-pgi 

$JASPERLIB or $JASPERINC not found in environment, configuring to build without grib2 I/O... 

------------------------------------------------------------------------ 

Please select from among the following supported platforms. 

 

1. PC Linux i486 i586 i686, PGI compiler serial, NO GRIB2 

2. PC Linux i486 i586 i686, PGI compiler serial 

3. PC Linux i486 i586 i686, PGI compiler DM parallel, NO GRIB2 

4. PC Linux i486 i586 i686, PGI compiler DM parallel 

5. PC Linux i486 i586 i686, Intel compiler serial, NO GRIB2 

6. PC Linux i486 i586 i686, Intel compiler serial 

7. PC Linux i486 i586 i686, Intel compiler DM parallel, NO GRIB2 

8. PC Linux i486 i586 i686, Intel compiler DM parallel 

9. PC Linux i486 i586 i686, g95 compiler, serial, NO GRIB2 

10. PC Linux i486 i586 i686, g95 compiler, serial 

 

Enter selection [1-10] :  

 

ここで[5  PC Linux i486 i586 i686, Intel compiler DM parallel, NO GRIB2を選択する．PCクラスタには対

応していないので，基本的に WPS は/work/kotari/のなかで作業をするとよい．設定後に compile を実行

する．compileには，WPSのルートディレクトリと同階層に"WRFV2"というディレクトリが存在し，そ

の中にWRFがインストールされている必要がある． 

 

$ ./compile 

 

geogrid.exe・ungrib.exe・metgrid.exeの 3つが出力されれば compileが完了する． 

 

geogrid.exe：プリプロセスデータの作成（地形データに関すること） 

ungrib.exe：WRFV2の入力データの作成（気象データなど側面境界条件に関すること） 

metgrid.exe：GRIBデータを作り出す（２つを結合させ GRIBを作る） 

 

これでWPSとWRFV2の compileが終了し，実行の準備が整った． 
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付録：arch/configure.defaultsの修正パッチ・PCクラスタ[12]用 

########################################################### 
#ARCH    AMD x86_64 Intel xeon i686 ia32 Xeon Linux, ifort+gcc compiler  DM-Parallel (RSL, 
MPICH, allows ARW nesting) 
# 
DMPARALLEL      =       1 
MAX_PROC        =       1024 
FC              =       mpif90 -compiler=intel8 
LD              =       mpif90 -compiler=intel8 
CC              =       mpicc -compiler=gnu 
SCC             =       gcc 
SFC             =       ifort 
RWORDSIZE       =       $(NATIVE_RWORDSIZE) 
RSIZEBITS       =       `expr $(RWORDSIZE) ¥* 8` 
PROMOTION       =       -real_size $(RSIZEBITS) 
FCOPTIM         =       -O0 # -xW 
FCDEBUG         =       #-g 
FCBASEOPTS      =       -FR -cm -w -I. $(FCDEBUG) -convert big_endian -mp 
FCFLAGS         =       $(FCOPTIM) $(FCBASEOPTS) 
ARCHFLAGS       =       $(COREDEFS) -DGRIB1 CONFIGURE_GRIB2_FLAG -DINTIO 
-DWRF_RSL_IO -DRSL -DDM_PARALLEL ¥ 
                        -DIWORDSIZE=4 -DDWORDSIZE=8 -DRWORDSIZE=$(RWORDSIZE) 
-DLWORDSIZE=4 CONFIGURE_NETCDF_FLAG ¥ 
                        -DMPI  ¥ 
                        -DLIMIT_ARGS 
CFLAGS          =       -w -DDM_PARALLEL -DWRF_RSL_IO $(ARCHFLAGS) ¥ 
                        -DMAXDOM_MAKE=$(MAX_DOMAINS) 
-DMAXPROC_MAKE=$(MAX_PROC) -I../external/RSL/RSL 
 
･･･以下省略 
 

※arch/configure.defaultsの修正パッチ・PCクラスタ[7]用の場合には V2.2.1でバグ修正済 
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第 2 章 

気象モデル WRF の使い方 

 

2．1 WPS 

初期値と境界値を作り出すために，Initialization（初期化）を行う．ここでは，WPSを用いる． 
 
$ cd /work/kotari/WPS/ 
$ vi namelist.wps 

 

 
図-3 例題における座標の取り方 
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(1) geogrid.exe 

 

$ geogrid.exe 

 

問題がなければ 
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! 
!  Successful completion of geogrid.        ! 
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! 

(2) ungrib.exe 

namelist.wpsを編集する． 
$ vi namelist.wps 
&ungrib 
 out_format = 'WPS', ←WPS形式のファイルフォーマットにする 
 prefix = 'File_NCEP', ←生成されるデータのファイル名の接頭名（例：File_NCEP:2007-08-08_18） 

/ 
$ ./link_grib.csh DATA/NCEP/* ←GPVデータの在り処を指定する 
$ ln -sf ungrib/Variable_Tables/Vtable.GFS Vtable ← 読み込ませるための Vtableを指定する 
$ ungrib.exe 
 
問題がなければ 

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! 
!  Successful completion of ungrib.         ! 
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! 

 
(3) metgrid.exe 

$ vi namelist.wps 
&metgrid 
 fg_name = 'File_NCEP','File_NCEP', ←ungribによって生成されたファイルの接頭名 
 io_form_metgrid = 2, ←netcdf形式のデータ 
/ 
 
$ metgrid.exe 
 
問題がなければ 

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! 
!  Successful completion of metgrid.        ! 
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! 

 
これがおわるとWPS上にmet_em.d01.～～というファイルが生成される．これでWPSの準備は終わり． 

 



- 14 - 

2.2 WRFV2 について 

 

$ cd /home/general/g0665006/WRFV2/test/em_real 

 

ここでWPSにあうように namelist.inputを編集する． 

$ vi namelist.input  

 

run_days =       0  

run_hours = 0 

run_minutes =  0 

run_seconds = 0 

start_year (max_dom) =  2001 ←計算開始年 

start_month (max_dom) = 06 ←計算開始月 

start_day (max_dom) = 11 ←計算開始日 

start_hour (max_dom) = 12 ←計算開始時刻（以下，時分秒） 

start_minute (max_dom) = 00 

start_second (max_dom) = 00 

end_year (max_dom) = 2001 ←計算終了年 

end_month (max_dom) =  06 ←計算終了月 

end_day (max_dom) = 12 ←計算終了日 

end_hour (max_dom) = 12 ←計算終了時刻（以下，時分秒） 

end_minute (max_dom) =  00 

end_second (max_dom) = 00 

interval_seconds = 21600       ←metgridで作ったファイルの時間間隔 

inputout_interval = 60 ←output間隔 

time_step =180 ←time-step間隔 

max_dom =2 ネストの計算領域数 

s_we (max_dom) =1   ←x方向の格子数の初期値(const=1) 

e_we (max_dom) =75 ←x方向の格子点数 

s_sn (max_dom) =1  ←ｙ方向の格子数の初期値(const=1) 

e_sn (max_dom) =70 ←y方向の格子点数 

s_vert (max_dom) =1 ←鉛直の格子数の初期値(const=1) 

e_vert (max_dom) =28 ←鉛直の格子点数 

num_metgrid_levels ←metgridで作成したデータの鉛直レベル数 

dx (max_dom) =10000 ←ｘ方向の格子間隔 

dy (max_dom) =10000 ←y方向の格子間隔 

 

物理モデル・力学モデルなどの設定はWRF User’s Guideを参照してほしい． 
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2.3 計算の実行 

2.3.1 通常の Nest無し計算 

１） met_em.d0*のリンクを貼る 

met_em.d01.～～などを読み込んで計算するため，リンクを貼る． 

$ ln –sf /work/kotari/WPS/met_em.d01* . ←最後のピリオドを忘れないで． 

 
２） real.exe を実行する 

リンクまでの設定が終われば，初期値境界値を 

./real.exeで行う（PCクラスタでも計算可能だが，シングルのほうが速い） 

 

SUCCESS COMPLETE REAL_EM INIT 

というメッセージが出れば成功．ディレクトリ上に wrfbdy_d01と wrfinput_d01が出来ていれば成功． 

※ネストの場合 wrfinput_d02，wrfinput_d03などが生成される． 

 
３）wrf.exe を実行する 

ここまできたら計算を開始することが出来る． 
・single node の場合 

limit stacksize unlimited ←リミット解除 
./wrf.exe 
 

なお，時間を設定して計算を開始する crontabを用いることも可能である． 

例：38 22 3 3 * /home/general/g0665006/pcc.sh 

 

計算の結果はすると，wrfout_d01_2005-08-28_00:00:00などという outファイルが生成されている． 

最後に SUCCESS COMPLETE WRFが表示されれば計算は完了． 

 

 

2.3.2 Two Way Nesting の方法 

Two-Way Nesting とは，親領域と子領域の計算を相互に行う手法である．One-WayNestingに比べて時間

は掛かるものの，親領域の計算結果に子領域（詳細）の結果を反映させることが出来る． 

 

１）WPS で全ての領域の met_em.d0*.････を作っておく． 

met_em.d01.2007-08-08_18:00:00.nc 

met_em.d01.2007-08-09_00:00:00.nc 

met_em.d01.2007-08-09_06:00:00.nc 

met_em.d02.2007-08-08_18:00:00.nc 

met_em.d02.2007-08-09_00:00:00.nc 

met_em.d02.2007-08-09_06:00:00.nc 

 

２）met_em.d0*･･･を使って d01と d02の計算を同時に行う 
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[g0665006@cls1 em_real]$ ln -sf /work/kotari/WPS/met_em.d0*. 

 

３）namelist.input を d01 と d02 のネスト用に書き換える 

（input_from_file = .true.,.true.,.false., max_dom=2） 

例）格子の入れ方も直しておく d01 用に d02 の内容を書き加えるとか 

 

４） real.exe を実行する 

リンクまでの設定が終われば，初期値境界値を 

./real.exeで行う（PCクラスタでも計算可能だが，シングルのほうが速い） 

 

SUCCESS COMPLETE REAL_EM INIT 

というメッセージが出れば成功 

[g0665006@cls1 em_real]$ ./real.exe 

[g0665006@cls1 em_real]$ ls -l 

wrfbdy_d01 wrfinput_d01 wrfinput_d02 

 

５） wrf.exe を実行する 

ここまできたら計算を開始することが出来る． 
・single node の場合 

limit stacksize unlimited ←リミット解除 
 

[g0665006@cls1 em_real]$ ./wrf.exe 

計算の結果は，wrfout_d01_2005-08-28_00:00:00，wrfout_d02_2005-08-28_00:00:00などという outファイ

ルが生成されている．最後に SUCCESS COMPLETE WRFが表示されれば計算は完了． 

 

2.3.3 One Way Nesting の方法 

One-Way Nesting とは，親領域の結果をもとにして子領域の計算を行う手法である． 

 

１）WPS で，あらかじめ全ての領域のmet_em.d0*.････を作っておく． 

met_em.d01.2007-08-08_18:00:00.nc 

met_em.d01.2007-08-09_00:00:00.nc 

met_em.d01.2007-08-09_06:00:00.nc 

met_em.d02.2007-08-08_18:00:00.nc 

met_em.d02.2007-08-09_00:00:00.nc 

met_em.d02.2007-08-09_06:00:00.nc 

 

２）met_em.d01.*･･･を使って d01（大領域）の計算を行う 

[g0665006@cls1 em_real]$ ln -sf /work/kotari/WPS/met_em.d01.2007-08-* . 

[g0665006@cls1 em_real]$ ./real.exe 

wrfbdy_d01 wrfinput_d01 
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[g0665006@cls1 em_real]$ ./wrf.exe 

wrfout_d01_2007-08-08_18:00:00 

 

計算の結果は，wrfout_d01_2007-08-08_18:00:00 などという out ファイルが生成されている．最後に

SUCCESS COMPLETE WRFが表示されれば計算は完了． 

（input_from_file = .true.,.false.,.false., max_dom=1） 

計算が終わったらこの結果は，d01 などのディレクトリに取っておく（上書きされるので） 

（input_from_file = .true.,.true.,.false., max_dom=2） 

 

３）d02 のmet_em.d02.*をリンクで誘導して，d02 を d01 に上書きする 

[g0665006@cls1 em_real]$ ln -sf /work/kotari/WPS/met_em.d02.2007-08-* . 

[g0665006@cls1 em_real]$ mv met_em.d02.* me t_em.d01.* 

 

４）namelist.input を d02 用に書き換える 

[g0665006@cls1 em_real]vi namelist.input 

（input_from_file = .true.,.false.,.false., max_dom=1） 

d02 の領域をネスト無しで計算するような要領 

./real.exeで行う（PCクラスタでも計算可能だが，シングルのほうが速い） 

 

SUCCESS COMPLETE REAL_EM INIT 

というメッセージが出れば成功 

[g0665006@cls1 em_real]$ ./real.exe 

wrfbdy_d01 wrfinput_d01 

 

５）wrfinput_d01 を wrfndi_d02 に書き換える 

[g0665006@cls1 em_real]$ mv wrfinput_d01wrfndi_d02 

 

６）namelist.input を d01 と d02 のネスト用に書き換える 

（input_from_file = .true.,.true.,.false., max_dom=2） 

例）格子の入れ方も直しておく d01 用に d02 の内容を書き加えるとか 

 

７）./ndown.exe を実行する 

[g0665006@cls1 em_real]$ ./ndown.exe 

wrfinput_d02 と wrfbdy_d02 が生成される． 

 

８）wrfinput_d02 と wrfbdy_d02 を d01 に上書きする． 

[g0665006@cls1 em_real]$ mv wrfinput_d02 wrfinput_d01 

[g0665006@cls1 em_real]$ mv wrfbdy_d02 wrfbdy_d01 
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９）namelist.input を d02 用に書き換える 

[g0665006@cls1 em_real]vi namelist.input 

（input_from_file = .true.,.false.,.false., max_dom=1） 

d02 の領域をネスト無しで計算するような要領 

４）のをどこかのディレクトリ d02 とかに避難させておくと良い 

 

10）./wrf.exe 

[g0665006@cls1 em_real]$ ./wrf.exe 

wrfout_d01_2007-08-08_18:00:00 

 

計算の結果は，wrfout_d01_2007-08-08_18:00:00 などという out ファイルが生成されている．最後に

SUCCESS COMPLETE WRFが表示されれば計算は完了． 

 

注意：このとき wrfout_d01_2007-08-08_18:00:00 は d02 用なので注意．２）で d01 の計算結果を退避さ

せ 

ておかないと上書きされてしまう． 
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第 3 章 

計算結果の取り扱い方法 

 

3．1 はじめに 

  
この章で取り扱うのは，図-4の右下にある Output，つまり計算結果に関する取り扱い方法について説
明する． 
 

 
図-4 WRF ARW のモデルシステム概要 

 
 
3.2 WRF2GrADS 

 

(1) インストール作業 

wrf_outデータを用いて GrADSで描画する場合に必要なのが，ctlファイルと datファイルを生成する

WRF2GrADSである． 

 

そのインストールを行う． 
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$ cd ~/WRF 

まず，wrf2grads.tar.gzを展開する． 

$ tar zxvf /tmp/wrf2grads.tar.gz 

$ cd WRF2GrADS 

 

Malefileでモデル内部のエラーを下記のように修正する． 

$ vi Malefile  

 

### Makefile line:29-34 

LIBNETCDF = -L/home/general/g0665006/netcdf-3.6.1/lib -lnetcdf -lm 

INCLUDE = -I/home/general/g0665006/netcdf-3.6.1/include -I./ 

FC = ifort 

FCFLAGS = -C -FR 

CPP = ifort -E -free 

CPPFLAGS = -I. -C -DRECL1 

 

さらに ifortで上手く読み込んでくれない以下の箇所を修正する． 

 

### module_wrf_to_grads_util.F line:1066-1068 

--- from --- 

hour1=hours 

mins1=minutes 

elseif ( it == 2) then 

--- to --- 

elseif ( it == 2) then 

hour1=hours 

mins1=minutes 

 

$ chmod 644 * 

$ make 

makeを実行すると，成功した場合wrf_to_gradsが生成される． 
 

control_fileを設定することで描画したいものを指定したりする． 

ここで，最低限，最初の方にある年月日時刻，終わりの方の All list of files にあるヒストリーファイル

名を入力する．要素名がたくさん並んでいるが，要素名の前に空白がなければ出力され，空白があれば

出力されないので，出力したい要素に応じて controle_file を 編集する.  

wrf_outのデータを読み込んで作るのでそのファイルの在り処を以下の例のように指定する必要がある． 

/home/general/g0665006/wrfout_d02_2007-08-08_18:00:00 

 

$ ./wrf_to_grads control_file sample を実行すると sample.ctlと sample.datが生成される． 
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3．3  Point Grid DATA 

  
簡易的かつ実用的な方法として，Fortranを用いてデータを取り出す read_wrf_nc が便利である．これ

は，計算結果のファイルから指定した Gridを時系列に多項目の気象データを取り出すことが出来る． 

方法としては以下の３つの過程である 

（１）wrfoutのデータファイルと read_wrf_nc.fを同じ directoryに置く 

（２）read_wrf_nc.fを compileする． 

（３）欲しいグリッドを指定してデータを出力させる． 

 

PGI の場合の compile のやり方は書いてある pgf90 read_wrf_nc.f -L/usr/local/netcdf/lib -lnetcdf -lm 

-I/usr/local/netcdf/include -Mfree -o read_wrf_nc が，intelについては何も無い．これで，ifort read_wrf_nc.f 

-L/usr/local/netcdf/lib -lnetcdf -lm -I/usr/local/netcdf/include -Mfree -o read_wrf_ncとやると何故か出来なか

った． 

ここは，read_wrf_nc.f -L/usr/local/netcdf/lib -lnetcdf -lm -I/usr/local/netcdf/include -free -o read_wrf_ncと打ち

込んで compile する．ここで，-L/usr/local/netcdf/とかは netcdf について自分の設定でファイルの置き場

所をよく確認して，パスを指定．  

ちなみに筆者の場合は･･･ifort read_wrf_nc.f -L/home/general/g0665006/WRF/netcdf-3.6.1/lib -lnet cdf -lm 

-I/home/general/g0665006/WRF/netcdf-3.6.1/include -free -o read_wrf_nc こんな感じです（パスは自分の設

定に合わせて書き直す）  

データの抜き出し方は，英語のページどおり．read_wrf_nc wrf_data_file_name [-options] で良い． 

地表面の１層目の２３（ｘ方向），１２（ｙ方向）の dataを抜き出すには･･･ 

read_wrf_nc wrf_data_file_name -S 23 12 1  

 

こう打ち込んで Enterすると，データが延々と吐き出されるので，fileにすると良い．a.out > hogeとか

（hogeがファイルネーム)と同じようにこうやると良い． 

read_wrf_nc wrf_data_file_name -S 23 12 1 > 231201 

 
 
3．4 GrADS 

 
 read_wrf_nc では，その地点における数値を知ることは出来るが平面的な広がりは分からないので，
GrADSという図化ソフトを用いる（フリーソフト）．本来は Linux上で動作するはずなのだがどうやっ
てもGUIと X-Windowのところでつっかえるので，データを必要なファイルだけ Linux上で作成しデ
ータをDownloadしてWindows上で図化作業を行う．つまり，GrADSはWindowsにインストールす
ることになる． 
 
・http://grads.iges.org/grads/downloads.htmlの「MS Windows」のところにwin32eとある．これを
クリックして実行ファイル一式をダウンロードする．ダウンロードしたら，grads-1.8sl11-win32e.exe
を実行して Program Filesに展開する．保存先は：C:¥Program Files¥PCGrADSとなる．  
それに加えて，このGrADSの保存場所をWindowsに PATHで設定する． 
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Windowsにおける PATHの設定の仕方としては･･･ 
「マイコンピューター」を右クリックして「プロパティ」選択する．それから，→「詳細設定」タブの

下段にある「環境変数」を開き，PATHに「C:¥Program Files¥PCGrADS¥win32e;」を書き加える．  
 
・地図データを入れておく  
この状態で，GrADS を起動させてデータを読み込ませることも出来るが，ヘンテコなエラーが大量に
出て地図が示されない．この段階では地図が入ってない．  
Error opening stroke character data set ･･･ font  
こんなエラーが出てくるはずだ．そこで，地図を入れてみる． 
 
font0.dat font1.dat font2.dat font3.dat font4.dat font5.dat hires lowres mres udunits.dat 

個々のデータが何を意味しているかは不明． 
 
ここ http://www.iges.org/grads/downloads.htmlの example.tar.Z をダウンロードする．または，直接
FTPでDLする：ftp://grads.iges.org/grads/example.tar.Z  
展開して，以下のフォルダに並べる．PCGrADS のしたの win32e のフォルダにそのまま font0.dat な
どを置くだけ．これで，GrADSの準備は終わり．  
 
次に，WRF で計算した結果を図化してみる．E.2 において WRF2GrADS で POST 処理して ctlと dat フ

ァイルを作った．それを使ってWindows上の GrADSで読み込ませる．背景が黒より白がいいと思った

ので，set display color whiteで，背景を白にした．海岸線は GrADSについているやつはよくないので，

LANDMASK で表示してみた．海風の侵入で内陸部にヒートアイランドが形成されているのが面白い．

GrADSに関するコマンドは以下に例を示すが，Internetに様々な情報があるので参照してほしい． 

 

 
図-4 東京付近における気温・風向風速の WRFによる計算結果（2006/08/06 PM15:00） 
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気温を描画する GrADSのスクリプト 

'open Md03/d03-M2007081115.ctl' 
'set display color white' 
'c' 
'set mpdraw off' 
'set lat 34.5 37.7' 
'set lon 138.6 141.6' 
'set clevs 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36' 
'set ccols 9 14 4 11 5 13 3 10 7 12 8 2 6' 
'set xlint 1.0' 
'set ylint 0.5' 
'set xlopts 1 0.3 0.2' 
'set ylopts 1 0.3 0.2' 
'set gxout shaded' 
'd (T2-273.15)' 
'set gxout contour' 
'set xlint 1.0' 
'set ylint 0.5' 
'set xlopts 1 0.3 0.2' 
'set ylopts 1 0.3 0.2' 
'set ccolor 1' 
'set clab off' 
'cbarn' 
'd LANDMASK' 
 
風を計算する GrADSのスクリプト 

'open d03-M2007081000.ctl' 
'set display color white' 
'c' 
'set mpdraw off' 
'set lat 34.5 37.7' 
'set lon 138.6 141.6' 
'set xlint 1.0' 
'set ylint 0.5' 
'set xlopts 1 0.3 0.2' 
'set ylopts 1 0.3 0.2' 
'set gxout vector' 
'set arrscl 0.5 10' 
'set arrowhead 0.12' 
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'd skip(U10,10,10);V10' 
'set gxout contour' 
'set ccolor 1' 
'set clab off' 
'd LANDMASK' 
 
温位の鉛直偏差分布を描画する GrADSのスクリプト 

'open Md03/d03-M2007081203.ctl' 
'open Cd03AH/d03-AH2007081203.ctl' 
'set display color white' 
'c' 
'set mpdraw off' 
'set lat 35.2 36.2' 
'set lon 139.6' 
'set z 1 10' 
'set xlint 0.1' 
'set ylint 0.5' 
'set xlopts 1 0.2 0.15' 
'set ylopts 1 0.2 0.15' 
'set clevs -1.75 -1.5 -1.25 -1 -0.75 -0.5 -0.25 0 0.25 0.5 0.75 1 1.25 1.5 1.75 2' 
'set ccols 9 14 4 11 5 13 0 0 0 0 3 10 7 12 8 2 6' 
'set gxout shaded' 
'd THETA.2-THETA.1' 
'cbarn' 
'set gxout contour' 

 

 

 

 

 

 

 



- 25 - 

 

第 4 章 

TIPS 

 

今まで筆者が色々と聞いてきたWRFに関する暗黙のルールやその他分かったことなどをまとめた． 
 

4．1 WRFで数値計算を行う場合の基本的なルール 

 

(1) 昼間から計算しない 

計算開始時刻を領域が昼間から開始すると気温がいきなり上昇するなど不適切な結果になるので，な

るべく大気の安定している夜間から開始すること．設定時刻は GMT なので，18 時に設定すると LST
（日本時間）ではその翌日の午前 3時から計算を開始する． 
 
(2) 最初の 12時間～24時間の計算結果はあてにならない 

./real.exe である程度初期化されているが，実際のところ観測値とずれるなど数値計算結果としては
不適切である．その事を考えて計算期間を設定したほうがよい． 
 
(3) Nesting する場合の格子間隔の決定方法 

大領域で 3kmにした場合，小領域は 1kmにすることが多い．これは，一般的にネスティングをする
場合に 3倍の関係で格子を組み立てることに由来している．WRFでは 5倍でも計算できるようだが，
まだ 3倍の関係でネストを組むことが多い． 
例）27km－9km－3km－1km 
最小領域の格子間隔は地形データなどから 1kmが計算にかかる積分時間の関係から適切だろう． 
 
(4) Time-step の組み方 

特に指定はされていないが，一般的なルールとして計算格子間隔ｋｍの 6 倍の秒数といわれている．
つまり，格子間隔 1kmの場合は 6秒．MM5では 3倍の秒数だったようだが改良された．これは限界値
なのでより安定した結果を得たい場合は Time-stepを小さくする必要があるが，積分時間は延び，計算
ファイルの容量は増える． 
 
(5) 2GB の容量限界 

一般的に 32Bit の PC の場合，1 つのファイルが２GB を超えると取り扱うことが出来なくなる．そ
のため，wrf_outの計算結果ファイルで超える可能性が多々ある．そのため，namelist.inputで 
 
frames_per_outfile                  = 48,  48, 48, 
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としておくと，wrf_out で 48 回おきにファイルが切り替わって記録してくれるのでその問題が発生す
る可能性が減る．ただし，計算容量が極端に増える場合にはさらに frames_per_outfileの間隔を小さく
する必要がある． 
 

(6) U・V成分は東西南北成分ではない 

これはよくあることだが，座標系で lambentを利用するときに中緯度ではひずみは小さいものの東西
南北に四角形の格子にはならない．そのため，風で特に用いるU・V成分は東西南北成分には厳密には
ならない．そのため，格子点を取り出す場合も注意が必要であるが，ある程度のずれである．赤道付近

を扱う場合などは座標系を再考することも必要． 
 

(7) real case と Ideal case 

WRFの coreは以下の内容から選択できる． 
 
compile em_b_wave：傾圧性波動 
compile em_esmf_exp：海洋モデルとの結合のテスト 
compile em_grav2d_x： 2次元重力流 
compile em_hill2d_x：2次元ベル型丘陵周りの流れ  
compile em_quarter_ss：時計回りシアー流中のスーパーセル  
compile em_real：現実シミュレーション 
compile em_squall2d_x：2次元（x-z面）スコールライン 
compile em_squall2d_y：2次元（y-z面）スコールライン 
compile exp_real：？？ 
compile nmm_real：NMMコアでのシミュレーション 
 

compile する際にこのなかから実気象の計算を行う場合は，compile em_real を選択する（compile
方法は第 1章に記述）．compile nmm_real以外は，理想化実験ができるようになっていて，気象の力学
モデルを使って様々な計算が出来る．ちなみに compileの方法は，./compile em_realの em_real以外
は同じように行う． 
 
(8) rm と mvは慎重に 

Linux のコマンド環境にWindows のような「ゴミ箱」はない．そのため，一度削除したものは復活
させることが出来ない．そのため，rm コマンドと mv コマンド（名前の変更）は慎重にしなければな
らない．上書きの警告は出ることがほとんどであるが，一度行ったタスクを戻すことは基本的に出来な

い．特に，*を使って全選択をする場合に rm *などとすればそのディレクトリの中は全て消してしま
うことになるので，特に注意が必要である． 
 
(9) 設定ファイルについて 

namelist.wps や namelist.input などの設定ファイルは，それぞれの場合においてファイル名を変え
たりディレクトリ内に退避させておくと後々で何をしたかが分かり，同じような計算に便利である． 
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(10） Version の更新レベル 

筆者が研究をはじめた 2006年 8月当初は Version2.1.2だった．それが 12月に Version2.2がリリー
スされ，11月に Version2.2.1が公開されている．ちなみに，今後の予定として Version3.0が 2008年 3
月でそれ以降は毎年 3月にUpdateされ最新版が公開されるようである．なお，リリースされてもすぐ
にはバグなどの関係で使わない方がよいこともあるのである程度の有用性を感じてから Versionの乗換
えをした方がよい． 
 
4．2 ユーザーマニュアル類 
 

WRF は日本語のマニュアルが極めて少なく，かつ計算をしていて困ることがいくつも出てくる．そ
の場合には Internetで調べるか，WRFを知っている人に聞くしかない．幸いなことにフリーウェアで
あるWRFには数々のサポートサイトがありユーザーの情報交換が盛んである．ただし，英語のサイト
が多い．本資料も以下のサイト様，文献などを参考にさせていただいた． 

 
主なユーザーサイト 

・WRF Model Users Page（英語） 

http://www.mmm.ucar.edu/wrf/users/ 

NCAR の管理する公式サイトのユーザーページ．更新された Version やテクニカルノートへのリンクが

掲載されている．英語だが，1ヶ月に 1度ぐらいは目を通すと良い． 

 
・User’s Guide for Advanced Research WRF (ARW) Modeling System Version 2.2 （英語） 

http://www.mmm.ucar.edu/wrf/users/docs/user_guide/contents.html 
NCAR が管理するサイトだが，ここから各内容の詳細のガイドが PDF と html 形式で閲覧できる．と
くに 5章のWRF Modelはよく読んでおくこと． 
 
・WRF ARW Online Tutorial（英語） 

http://www.mmm.ucar.edu/wrf/OnLineTutorial/index.htm 
NCARが公開しているオンラインチュートリアルのページ．英語だが基本から説明してありスライド感
覚で見ることが出来る．一部ページにコピー制限がかかっているのが残念． 
 
・A Description of the Advanced Research WRF Version 2(英語) 

http://www.mmm.ucar.edu/wrf/users/docs/arw_v2.pdf 
WRFの力学過程や物理過程を紹介している PDF資料．Coreや Physicsについて詳細な情報を得る必
要がある場合にはこれを読むと良い． 
 
・ARW Tutorial Presentations（英語） 

http://www.mmm.ucar.edu/wrf/users/tutorial/tutorial_presentation.htm 
WRFでは 1年に 1度，米国でチュートリアルを開催している．その際に使ったプレゼンテーション
資料が PDF 形式で公開されている．細かい内容は書いてないこともあるが，項目の概要は非常に分か
りやすい． 
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・WRF Users Forum（英語） 

http://tornado.meso.com/wrf_forum/index.php? 
ユーザーが書き込むサイトとしては最大規模．compile errorから runtime problemまで網羅している．
筆者もここはよく利用した．聞いた限りだが wrfhelp@ucar.eduでボランティアが 3人交代で対応して
いるらしくメールすると答えてくれるらしい．ただし英語限定． 
 
・The Wrf-users 2007 Archive by thread（英語） 

http://mailman.ucar.edu/pipermail/wrf-users/2007/ 
NCARのサイトにある掲示板形式のサイト．ここにもユーザーからの情報が掲載されている．検索で分
からないことを調べるとここにいきつくことも多い． 
 
・模式发�展（中国語） 
http://bbs.lasg.ac.cn/cgi-bin/forum/forums.cgi?forum=11 
残念ながら何が書いてあるかはよく分からないが，こうしたところにもWRFの情報が載っていること
がある英語と記号から内容を探ることは可能． 
 
・WRFを使ってみた（日本語） 

http://www.mets.dyndns.org/misc/wrf.html 
以前はこのサイトしかなかったが，初心者だった小生にとって非常に有用なサイトだった． 
 
・WRF/WPS ユーザーガイド [空想庭園]（日本語） 

http://www.spherewind.com/library/?content=guideline_wrf.html 
2006年後半ごろに公開された．シングルノードの Intel Fortranにおける修正内容や compilerの入れ
方などが紹介されている． 
 
・miyamoto DOCUMENT FILE（日本語・英語） 

http://ssrs.dpri.kyoto-u.ac.jp/~miyamoto/ 
筆者がお世話になった京都大学防災研究所の学生が公開しているサイト．特にWRF noteは有用で，
Dynamicsや Nestingなどの説明で大変役に立った． 
 
・WRF Manual（日本語） 

http://www.ide.titech.ac.jp/~kandalab/ja/manual/WRF.html 
東京工業大学神田研究室が公開しているWRFのインストールマニュアル．説明が丁寧で有用である． 
 
・TORNADO SMASH（日本語） 
http://sky.geocities.jp/tor_smash/Meteor/PCsetup.html#soft 
京都大学防災研究所のWRF集中勉強会に参加していた学生のページ，ここにも貴重なWRFに関する和訳
資料がある． 
 



- 29 - 

・WRF Tutorial Memo @ intel（日本語） 

http://wrfv2.web.fc2.com/index.html 
筆者のページを載せるのはどうかと思うが，多少の情報を公開している．特に read_wrf_ncの compileなら
びに使い方は恐らくここにしかない． 
 
エラーメッセージや分からないキーワードなどを Googleで検索することは非常に有効である．ただし，1つ
の単語でほしい情報が出てくる確率はそれほど高くないので複数のキーワードで検索するなど工夫するとよ

い． 
 
一般に出版されている書籍や文献類にWRFに関する設定方法や利用方法を直接記述されているものは見当
たらない． 
 
4．3 エラーへの対処ついて 

 
通常問題がなければ，rsl.error.0000と rsl.out.0000には以下のような情報が載っている． 
 
Timing for main: time 2007-08-12_15:06:00 on domain   1:    1.08970 elapsed seconds. 
Timing for main: time 2007-08-12_15:06:18 on domain   1:    1.23100 elapsed seconds. 
Timing for main: time 2007-08-12_15:06:36 on domain   1:    1.06490 elapsed seconds. 
Timing for main: time 2007-08-12_15:06:54 on domain   1:    1.08980 elapsed seconds. 
 
これは，積分が問題なく進んでいる場合．elapsed seconds.はその１つの time-step に対してどれくら
いの時間がかかっているかを示している． 
ところがWRFで数値計算をしていて停止してしまう場合がある．これは計算機に問題があるか，ユ
ーザーの設定ミスかである．ユーザーのミスの場合には，rsl.error.0000 と rsl.out.0000 などにエラー
の表示が出力される．この情報を元に，エラー発生の原因を突き止めることが出来る可能性が高い． 
 
実例）rsl.error.0000と rsl.out.0000に以下の情報を示して計算がストップした． 
 
Timing for main: time 2007-08-12_15:14:06 on domain   1:    1.14630 elapsed seconds. 
Timing for main: time 2007-08-12_15:14:24 on domain   1:    6.00190 elapsed seconds. 
 
この最後の 6.00190 elapsed seconds.は，その前に比べて極端に時間が掛かっている． 
 
ここで rsl.error.0001をみると 
 
l2a002 -- rsl_nproc_all 64, rsl_myproc 1 
 WRF V2.2 MODEL 
 DYNAMICS OPTION: Eulerian Mass Coordinate 
   med_initialdata_input: calling input_model_input 
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 INITIALIZE THREE Noah LSM RELATED TABLES 
  STEPRA,STEPCU,STEPBL          33          17           1 
 WRF NUMBER OF TILES =   1 
  WOULD GO OFF TOP: KF_ETA_PARA I,J,DPTHMX,DPMIN          12          23 NaN 
           5000.000 
・・・以下略 
太字の部分のエラーが表示されていた．このエラーを Google などで調べてしまうのが早い（内容を知
っていれば，それに対して対処） 
 
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&q=WOULD+GO+OFF+TOP%3A+KF_ETA_PARA+I%2CJ%2
CDPTHMX%2CDPMIN++++++++++12++++++++++23+NaN&btnG=Google+%E6%A4%9C%E7%B
4%A2&lr= 
 
調べた結果･･･ 
http://tornado.meso.com/wrf_forum/index.php?act=ST&f=14&t=1687 
ここに行き当たった．これで解決することもあれば出来ないこともあるが，こうした手法で問題を解決

していく． 
 
何が問題なのかを調べたりすると，意外と近道． 
 
 


